
項目名 ④ 母子保健・児童福祉対策の推進について

■ 現状（概要）

県では「かごしま子ども未来プラン2020」を指針として，少子化対策や子ども・子

育て支援，母子保健対策等に関する施策を総合的に推進しており，少子化等に伴い子

育て環境が変化する中で，安心して子どもを産み，子どもがより健やかに育まれるた

めに，切れ目ない支援が提供されるよう，関係機関と情報共有や連携を行い，取組を

進めている。

■ 取組状況

(1) ハイリスク母子保健対策事業

市町村から訪問依頼のあったハイリスク妊産婦及び乳幼児への同行訪問等の

実施。

(2) 母子保健医療推進対策事業

管内の市村担当者を対象に開催した母子保健体制連絡会において，情報共有

や意見交換を実施。

・第１回 令和６年６月27日(木）13:30～15:30

・第２回 令和７年２月13日(木）13:30～15:30

(3) 産前から産後の切れ目ない支援強化事業

専門職に対するスキル向上のための研修や，実務者間の連携を促進する研修

等を実施（隔年）。

(4) 小児慢性特定疾病児支援事業

小児慢性特定疾病児や家族への相談支援，関係機関との調整，患児や家族の

交流会を実施し，関係機関と連携し，療養支援を行っている。

ア 小児慢性特定疾病の認定状況（12月31日末現在）

新規 継続

R5年度 15 82

R6年度 10 81

イ 管内の小慢受給者のうち医療的ケアの状況（複数回答）R6年度更新時ｱﾝｹｰﾄ

自己 血糖 定期 在宅 気管 痰吸引 人工 胃瘻・経 中心静 人工

注射 測定 輸注 酸素 切開 呼吸器 管栄養 脈栄養 肛門

10 ５ １ ５ ２ ２ １ ４ １ １

ウ 交流会：令和６年12月18日（水） 心疾患児・保護者 対象

(5) 先進医療不妊治療費助成事業・不育症検査費用助成事業

不妊治療における生殖補助医療について，保険適用外となる治療のうち，保

険医療と併用可能な「先進医療」に要する費用の一部を助成。

不育症検査を受ける夫婦に対し，不育症検査費用の一部を助成。



○先進医療不妊治療費助成状況

認定 R5年度 R6年度（12月末）

件数 70 16 ※R5年度はR4年度治療分も含む

(6) 女性健康支援センター事業

保健所へ一般相談窓口を設置しており，相談対応している。また，依頼があ

った学校（高校）への健康教育を行っている。

○R６年度実績：市来農芸高校，串木野高校，神村学園高校

(7) 児童虐待防止対策

要保護児童対策地域連絡会・実務者会議・代表者会議への出席

子どもSOS地域連絡会議及び子ども虐待に関する実務者等研修会の開催（中央

児童相談所主催）

■ 成果・課題

○ 小児慢性特定疾病児や保護者が安心して療養生活を送れるよう個別支援の充実

・関係機関との連携を図っている。災害時の備えについて，個別に確認しており，

避難支援が必要と思われる医療的ケア児に対しては，台風など自然災害の発生前

後に状況確認を行っており，今後も市と情報共有を図りながら支援をする必要が

ある。

○ 小児期から成人期へ移行する移行期医療について，年１回の更新申請時に個別

に自己管理の必要性等説明しており，取組を継続していく。

○ 母子保健・児童福祉分野の子どもを取り巻く施策が急速に変化しており，直接

的な支援を提供する市村が効果的に取組を進めていけるよう支援する必要があ

る。

■ 今後の予定

令和７年度策定予定の「かごしま子ども未来プラン2025」に基づき，切れ目ない支

援体制が構築できるよう，市町村や関係機関と連携を図りながら，取組を進めていく。

■ 依頼事項等

母子保健の推進及び児童福祉の充実に向けて，地域社会全体で支援体制を強化して

いく必要があることから，今後も引き続き，関係機関との情報共有や支援体制整備に

向けての協力をお願いしたい。



かごしま子ども未来プラン２０２０（令和2年3月策定）計画期間：令和２年度～令和６年度

子どもを産み育てやすい鹿児島を目指して
～子ども達の笑顔と未来のために～

個々人の結婚，妊娠・出産，子育ての希望が，圏内のどこにおいても実現できる社会づくり
を推進し，少子化に歯止めをかけるとともに，次世代の育成を支援

★かごしま子ども未来プラン2025（2025～2029） 策定中

【子ども家庭庁ＨＰより】
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